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研究成果の概要（和文）：微生物は会話物質を使ってコミュニケーションしている。多くの病原微生物はこの会話によ
って病原性をコントロールしている。したがって、この会話をブロックしてやれば、病気の治療や予防に応用できる。
本研究では、歯周病菌から会話物質をブロックする新しい因子を見つけて、その正体を明らかにした。今回見つけた因
子は、幅広い微生物間のコミュニケーションに利用される会話物質に作用できる点が興味深い。

研究成果の概要（英文）：Microorganisms communcate each other using various chemical compounds as 
language. Most pathogenic bacteria control their pathogenesis by these communication.Thus, if we can 
block their communication, we may apply it to treatment or prevention to many diseases. In this study, we 
found and cahracterized a new factor to block the bacterial communication. It is very interesting that 
this factor can block the wide range of communication among bacteria.

研究分野：応用微生物学
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１．研究開始当初の背景 
 
我 々 は 歯 周 病 原 性 細 菌 Eikenella 

corrodensが会話物質AI-2を分解または変
換する酵素を見つけ、その解析を行ってき
た。その結果、①本菌が口腔内で AI-2 の
翻訳を行っている②本菌が会話物質を変換
することで多段階の制御を行っている、と
いう 2つの仮説を考えた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、これらの仮説を確かめるた
めに、E. corrodens の培養上清から AI-2
不活化酵素（AI-2変換酵素）を精製し、そ
の同定を行う。また、AI-2の不活化（変換）
機構を明らかにする。さらに、他の口腔細
菌のコミュニケーションにこの酵素がどの
ように作用するか調べる。また、この酵素
のバイオフィルム抑制剤、歯周病治療薬と
しての可能性を調べる。 
 
３．研究の方法 
 
本研究計画は、歯周病臨床研究を専門と
する野杁との連携のもと、下記のような研
究計画を遂行する。E. corrodensから AI-2
不活化酵素の精製を行い、同定する。精製
酵素あるいは大腸菌発現酵素を用いて、
AI-2の不活化機構を解析する。さらに、酵
素によって不活化(変換)された AI-2 が E. 
corrodens のクオラムセンシングに及ぼす
影響を、AI-2不活化酵素遺伝子のノックア
ウト株や高発現株を使って調べる。また、
変換された AI-2 が他の口腔細菌のコミュ
ニケーションに及ぼす影響を調べ、この酵
素の「バイオフィルム抑制剤」あるいは「歯
周病治療薬」としての可能性を探る。 
 
４．研究成果 
 
(1) 歯周病原性細菌 E. corrodens の定常期
の培養上清から、オートインデューサーを不
活化する因子をイオン交換クロマトグラフ
ィーにより精製した。精製したタンパク質の
N 末端アミノ酸配列を解析したところ、外膜
ポーリンのものと一致した。そこで、ポーリ
ンの欠損株を作成したところ、欠損株では定
常期におけるオートインデューサーの不活
化が見られなかった。また、精製したポーリ
ン タ ン パ ク 質 を MHF(Methyl Hydroxy 
Franone)とインキュベートしたところ、用量
依存的に MHF を不活化した。これらのことか
ら、E. corrodens において、ポーリンタンパ
ク質がオートインデューサーの不活化に関
与することが示唆された。 
 
(2)また、定常期おいてポーリンタンパク質
の培養上清への分泌量が増加していた。さら
に、定常期において、ベシクル中のポーリン

タンパク質量が増加していた。これらの結果
から、定常期におけるベシクルによるポーリ
ンタンパク質の放出がオートインデューサ
ーの不活化に関与することが示唆された。 
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